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外国人研修指導協議会

経済産業省では、外国人労働者問題に対する意識の向上等を目的とし、中小企業団体に対して、

技能実習制度の適切な実施や外国人犯罪の現状及び政府の外国人労働者に対する取組等につい

て情報提供を行う「外国人研修指導協議会」を実施しています。

令和7年度外国人研修指導協議会の開催

日時：令和7年6月24日（木）13:00～14:00
場所：オンライン（Teams）による開催
出席：日本商工会議所、全国商工会連合会、全国中小企業団体中央会、全国商店街振興組合連合会、

厚生労働省、出入国在留管理庁、警察庁、経済産業省、中小企業庁
議題：
（１）各機関からの情報提供
①厚生労働省「育成就労制度の検討状況について」
②出入国在留管理庁「技能実習制度及び特定技能制度の現状について」
③警察庁「令和６年における来日外国人犯罪の検挙状況等について」
④全国中小企業団体中央会「外国人受入れ制度への中央会の対応について」

（２）質疑応答



3

繊維産業技能実習事業協議会

外国人技能実習制度における繊維産業（特に縫製業）の法令違反（最低賃金・割増賃金等の不

払い、違法な時間外労働等）が多く指摘されている。経済産業省は、技能実習法第54条に基づ

き、 2018年3月、技能実習に関係する業界団体等を構成員とする「繊維産業技能実習事業協議

会」を設置（事務局：経済産業省（生活製品課）、日本繊維産業連盟）。

（第12回）繊維産業技能実習事業協議会

日時：令和7年3月21日（金）13:00～15:00
場所：経済産業省17階 第1特別会議室及びTeamsによるWeb開催
出席：日本産業連盟ほか繊維産業関係37団体

（オブザーバー）法務省、厚生労働省、外国人技能実習機構、全国中小企業団体中央会ほか
議題：
• 技能実習制度の運用状況、特定技能制度の運用について
• 繊維産業職種・作業に係る技能実習生の適正な受入れを行うために講じる措置等について
• 技能実習制度の見直しについて
• 技能実習制度の現状について
• 意見交換



4

繊維産業技能実習事業協議会 開催概要

繊維産業における技能実習生の受入

技能実習の繊維・衣服分
野では、技能実習の対象
職種として13職種が指定。
令和５年末時点で、
25,650人の外国人技能実
習生を受け入れ（全体の
６％）。

技能実習制度における法令違反 

• 繊維産業（特に縫製業）の法令違反（最低賃金・ 割増
賃金等の不払い、違法な時間外労働等）が多く指摘。

• 実習計画の認定を取り消された実習実施者の数は、総
数に対して繊維産業は２割程度。

出所：出入国在留管理庁 「職種・作業別 在留資格「技能実習」に係る在留者数（令和5年末時点）」

（実習実施者の実習計画認定取消し事業者数）

出所：厚生労働省人材開発統括官付 公表資料から経産省作成

業界団体・政府の対応

• 主務省庁（法務省・厚労省）による適切な法執
行等に加え、業界団体の主導で法令遵守を徹底。

• サプライチェーン全体での法令遵守が必要なこ
とから、「繊維産業における責任ある企業行動
ガイドライン」を策定。

• ガイドラインのチェックリストを活用し、業界
の外からも見える形で改善状況をアピール
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